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は じ め に 

近年、少子高齢化が急速に進み、社会経済情勢が変化 

していく中で、持続的成長を実現し、地域社会の活力を 

維持していくためには、男女がともに人権を尊重しつつ、 

性別にかかわりなく、個性と多様な能力を発揮できる男 

女共同参画社会の構築が必要不可欠であります。 

 国では、その実現に向けて、平成１１年に「男女共同参 

画社会基本法」を制定し、４次にわたる男女共同参画基本計画により、社会の多様性

と活力の向上、男女間の実質的な機会平等の確保など、男女共同参画社会の実現を社

会全体で取り組むべき最重要課題として位置付けるとともに、平成２８年には「女性

の職業生活における活躍の推進に関する法律」を制定し、女性の活躍の促進を図って

きております。 

 本市では、２次にわたる「芦別市女性の行動計画」を策定し、平成２２年度からは、

１０年計画であります「芦別市男女共同参画推進計画」により、男女共同参画社会の

実現に向けて取り組んでまいりましたが、計画期間が令和元年度で終了することから、

令和２年度から令和１１年度までの１０年間を計画期間とする「第２次芦別市男女共

同参画推進計画」を策定いたしました。 

 この計画は、第６次芦別市総合計画との整合性を図り策定したもので、「男女共同

参画の意識啓発の推進」、「男女がともに活躍できる環境づくり」、「安心して暮らせる

環境づくり」の３つの基本目標を掲げ、男女共同参画を総合的かつ計画的に推進して

まいります。 

今後、男女共同参画社会の実現に向けて、市民、事業者及び市が連携、協力し、一

体となって取り組んでいくことが重要ですので、一層のご理解、ご協力をお願い申し

上げます。 

 結びに、本計画の策定にあたり、数多くの貴重なご意見をお寄せいただいた市民の

皆様に対し、心から感謝申し上げます。 

令和 ２ 年 ３ 月 

芦別市長  荻 原   貢 



男女共同参画社会の実現を目指して

 男女共同参画社会基本法に規定する「男女共同参 

画社会」とは「男女が、社会の対等な構成員として、 

自らの意思によって社会のあらゆる分野における活 

動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に 

政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受する 

ことができ、かつ、共に責任を担うべき社会」とさ 

れています。 

 この中の「参画」とは、単なる参加ではなく、自らの意思によって主体的に企画や

立案から意思決定、そして実施までの全ての段階に参加するということを現していま

す。 

 すなわち、家庭、地域、学校、職場など、社会のあらゆる場面で、誰もが自由と平

等を享受し、性別に関わりなく自らの意思に基づく生き方が実現でき、男女が対等な

パートナーとして共に支え合い、豊かな個性と能力を十分に発揮できる社会が男女共

同参画社会です。 

 現在、私たちを取り巻く社会経済情勢は急速に変化しており、長期的にみた労働力

不足への懸念、社会保障制度の維持、価値観の多様化、職業観の変化、家族スタイル

やライフスタイルの多様化などに柔軟に対応していくため、女性の様々な分野への進

出や男性の家庭参画、働き方の見直しが図られ、男女が豊かな個性と能力を十分に発

揮できる男女共同参画社会の実現が求められています。 

 本市では、男女共同参画社会の実現に向けた教育活動、各種団体への支援など、様々

な取組が行われておりますが、今後さらなる持続可能で多様性に富んだ活力ある地域

を作っていくことが必要あり、本計画がそのきっかけになることができれば幸いです。 

 最後に、本計画の策定にあたり、貴重なご意見やご提言をいただきました芦別市男

女共同参画推進計画検討委員会委員及び芦別市社会教育委員の皆様をはじめ、市民意

識調査にご協力いただきました市民の皆様や関係各位に心からお礼を申し上げます

とともに、本計画の推進に特段のご支援、ご協力をお願い申し上げます。 

令和 ２ 年 ３ 月 

教育長  福 島 修 史 

芦別市教育委員会 
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第１章 第２次芦別市男女共同参画推進計画の策定にあたって

この章では、男女共同参画社会の意義について説明した後、第２次芦別市男女

共同参画推進計画を策定する趣旨と背景を明らかにします。 

第１節 男女共同参画社会の意義 

男女共同参画社会について、平成１１年に制定された国の男女共同参画社会

基本法※1では、「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会

のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に

政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任

を担うべき社会」と定義されています。この法律に基づいて平成１２年に策定さ

れた男女共同参画基本計画※2では、「男性も女性も互いに相手の人権を尊重し、

喜びも責任も分かち合いながら、性別にとらわれることなく、それぞれが個性と

能力を十分に発揮できる豊かな社会」と説明されています。 

※1 男女共同参画社会基本法 

男女共同参画社会の形成についての基本理念を明らかにして、その方向を示し、将来に向

かって国、地方公共団体及び国民の男女共同参画社会の形成に関する取組を総合的かつ

計画的に推進するため、平成１１年６月公布・施行された。男女の人権の尊重、社会にお

ける制度又は慣行についての配慮や政策等の立案及び決定への共同参画、家庭生活にお

ける活動と他の活動の両立など５つの基本理念を掲げている。 

※2 男女共同参画基本計画 

政府の定める男女共同参画社会の形成の促進に関する基本的な計画。男女共同参画社会

基本法第１３条により、男女共同参画社会の形成の促進に関する施策の総合的な推進を

図るために政府が定めなければならないとされており、現行の計画は平成２７年１２月

に閣議決定されている。また、都道府県及び市町村においても、男女共同参画社会基本法

第１４条により、区域における男女共同参画社会の形成の促進に関する施策についての

基本的な計画を、都道府県は国の計画を勘案して定めなければならないことが、市町村は

国の計画及び都道府県の計画を勘案して定めるよう努めなければならないことが規定さ

れている。 
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第２節 計画策定の趣旨 

男女共同参画については、本市の最上位計画である総合計画の中で掲げられ

ています。これまで個別計画として、２次にわたる「芦別市女性の行動計画」（昭

和５９年度、平成１１年度）、そして「芦別市男女共同参画推進計画」（平成２１

年度）を策定し、男女平等のための各種施策を推進してきたところであり、年々、

その事業効果も上がってきています。 

男女共同参画社会の実現に向けては、市内の各団体や趣旨に賛同する市民が

中心となって「芦別市男女共同参画推進協議会」を組織し、さまざまな取組を展

開している一方、市の各部署においても所管事業を通して、男女共同参画推進計

画に盛り込まれている事業の実施と各種団体に対する側面的な支援に努めてき

ました。 

 こうした中、平成２８年４月に「女性の職業生活における活躍の推進に関する

法律（女性活躍推進法）」が施行され、女性の採用・登用・能力開発等のための

事業主行動計画の策定が義務付けられるなど、男女平等参画社会の実現に向け

た取組は新たな段階に入るとともに、男女の仕事と家庭生活を取り巻く状況の

変化や、ワーク・ライフ・バランスの促進等に係る様々な課題に対する取組が求

められています。 

このような課題解決のため、男女共同参画を推進していく取組の重要性が示

されていることから、将来的な視点と中長期的な展望に立った新たな計画と進

むべき目標を定め、より多くの男女の参画を目指すため、向こう１０年間を見通

し「第２次芦別市男女共同参画推進計画」を策定することといたしました。 
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第３節 計画策定の背景 

１ 世界の動き 

国連は昭和５０年を「国際婦人年」、それに続く１０年を「国連婦人の１０年」

と定め、昭和５４年の第３４回国連総会で「女子に対するあらゆる形態の差別の

撤廃に関する条例」（女子差別撤廃条約）を採択しました。その後、昭和６０年

の「国連婦人の１０年」ナイロビ世界会議で、各国等が実情に応じて効果的措置

をとる上でのガイドラインとなる「婦人の地位向上のためのナイロビ将来戦略」、

平成７年の第４回世界女性会議（北京）では「北京宣言」及び１２の重大問題領

域と目標を掲げた「行動綱領」が採択され、男女平等のための取組は世界規模で

進められてきました。 

平成１２年の国連特別総会「女性２０００年会議」では「成果文書」が採択さ

れ、「北京行動綱領」のさらなる実施に向けて、各国政府などが取るべき行動が

提言され、平成２２年には、「北京宣言及び行動綱領」の採択から15年目にあ

たることを記念し、「国連『北京＋15』世界閣僚級会合」がニューヨークで開

催され「北京宣言及び行動綱領」等を再確認し、実施に向けた国連やＮＧＯ等の

貢献強化などの宣言が採択されました。 

平成２４年には、第５６回国連婦人の地位委員会において、東日本大震災の

経験や教訓を各国と共有し、より女性に配慮した災害への取組を促進すること

をめざして、「自然災害におけるジェンダー※3平等と女性のエンパワーメント

※4」決議が採択されました。 

平成２７年には、第５９回国連婦人の地位委員会において、「第4回世界女

性会議２０周年における政治宣言」が採択されました。 
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２ 日本の動き 

わが国においても、男女平等の実現のため、国際社会の取組と連動して、昭和

５２年の国内行動計画の策定以来、平成８年の「男女共同参画２０００年プラン」

まで４度にわたる行動計画の策定、女子差別撤廃条約やＩＬＯ第１５６号条約

（家族責任条約）の批准及び男女雇用機会均等法や育児・介護休業法制定等の法

制度の整備など、様々な取組が進められてきました。 

 しかし、男女平等の実現がいまだ不十分であり、少子高齢化等の社会状況の変

化に対応していく上でも、男女共同参画社会の実現がわが国にとって最重要課

題であるとし、平成１１年に「男女共同参画社会基本法」が制定され、平成１２

年に「男女共同参画基本計画」が策定されたことにより、平成２２年までを見通

した長期的な施策の方向性が示されました。 

平成１３年には、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護を図ることを目 

的として、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（ＤＶ防

止法）」が制定され、平成15年に「少子化社会対策基本法」、「次世代育成

支援対策推進法」が制定されるとともに、平成16年には「DV防止法」が改正

され、保護命令制度の拡充や配偶者からの暴力の定義の拡大、自立支援を含む

被害者の保護が盛り込まれています。 

平成１７年には、「育児・介護休業法」が改正され育児・介護休業の対象労

働者の拡大や育児休業期間の延長が盛り込まれるとともに、政策・方針決定過

程への女性の参画拡大、仕事と家庭・地域生活の両立支援と働き方の見直し、 

※3 ジェンダー 

「男は仕事、女は家事・育児・介護」などのように、社会的・文化的につくられた性別のこと

で、染色体や遺伝子、解剖学上の特徴による生物学的な性別（セックス）と区別して用いる。

それ自体に「良い」「悪い」という価値を含むものではなく、国際的に使われている。 

※4 エンパワーメント

「力をつけること」。女性が、自己決定力を身につけて、政治的、経済的、社会的に力を

もった存在となること。 
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男女の性差に応じた的確な医療の推進などの10項目を重点事項として、新た

に「第２次男女共同参画基本計画」が閣議決定されました。 

平成１９年には、国、経済界・労働界・地方公共団体の代表等からなる「官

民トップ会議」において、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス※

5）憲章」、「仕事と生活の調和推進のための行動指針」を策定しました。 

平成２２年には、「男性、子どもにとっての男女共同参画の推進」や、「地

域、防災、環境その他の分野における男女共同参画の推進」などの重点分野を

新設した「第３次男女共同参画基本計画」が閣議決定され、平成２７年には、

仕事と家庭を両立できる環境の整備など、職業生活における女性の活躍を推進

する「女性活躍推進法」が制定されるとともに、同年には「第４次男女共同参

画基本計画」が策定されました。 

 平成２８年には、「男女雇用機会均等法」の改正により、妊娠・出産等を理由

としたハラスメント防止措置義務が新設されるとともに、平成２９年には、育児

休業や介護休業がより取得しやすくなるよう、「育児・介護休業法」の改正が行

われています。 

３ 北海道の動き

北海道では、昭和４４年に北海道婦人問題研究懇話会（昭和６０年北海道女性 

会議に改組、平成７年北海道男女共同参画懇話会に改組）を設置し、昭和５３年

には北海道婦人行動計画が策定されました。 

 昭和５６年には北海道婦人行動計画推進協議会（昭和６２年北海道女性の自 

※5 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス） 

男女共同参画会議「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」では、「老若男女誰

もが、仕事、家庭生活、地域生活、個人の自己啓発など、様々な活動について、自ら希望

するバランスで展開できる状態である。」と定義している。 
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立プラン推進協議会に改称、平成９年北海道男女共同参画プラン推進協議会に

改称）が設立され、北海道男女共同参画プランが策定されました。 

平成１３年には北海道における男女共同参画社会の形成を推進するため「北

海道男女平等参画推進条例」が制定されています。そして同条例に基づき、平成

１４年に「北海道男女平等参画基本計画」が策定され、その後の社会情勢等の変

化やこれまでの取組の成果を踏まえ、平成２０年に「第２次北海道男女平等参画

基本計画」が策定されました。 

平成２８年には、女性活躍推進法に基づく都道府県の推進計画として「北海

道女性活躍推進計画」が策定され、平成３０年には向こう１０年間を見通し、

北海道における男女平等参画社会の実現に向けた施策を体系的に位置づける

「第３次北海道男女平等参画基本計画」が策定されています。 

４ 芦別市の動き 

本市では、「市独自の行動計画を」という市民の声を受けて、昭和５８年から

策定作業を開始し、昭和５９年に「芦別市女性の行動計画」がスタートしました。 

その後、昭和６０年に同計画の具体的推進を図り、個性豊かなまちづくりに寄

与することを目的に「芦別市女性の行動計画推進協議会」が発足し、平成１１年

には「第２次芦別市女性の行動計画」を策定し、男女平等を目指した各種施策の

推進に取り組んできました。 

 平成２１年には、固定的な性別分担意識や性差に関する考え方が、時代ととも

に変わりつつあるといった背景を踏まえ、「芦別市女性の行動計画推進協議会」

が「芦別市男女共同参画推進協議会」と名称を変更し、本市においては、「芦別

市男女共同参画推進計画」の策定により、様々な分野で男女共同参画に関する施

策を展開してきました。 
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第２章 

第２次芦別市男女共同参画推進計画の基本的な考え方 
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第２章 第２次芦別市男女共同参画推進計画の基本的な考え方

この章では、計画の位置づけのほか、基本理念、施策の体系を明らかにします。 

第１節 計画の位置づけ 

１ 計画の性格 

本計画は、男女共同参画社会基本法第１４条第３項の規定に基づく、本市にお

ける男女共同参画計画であり、また「女性の職業生活における活躍の推進に

関する法律」第６条第２項の規定に基づく、市町村推進計画と位置づけ、男女

共同参画社会の実現を目指すことを目的としています。 

 また、本計画は、第６次芦別市総合計画に基づく個別計画として位置づけられ、

関連する各種計画との整合性を図ります。 

 計画の策定にあたっては、国の「第４次男女共同参画基本計画」や「第３次北

海道男女平等参画基本計画」等の考え方を踏まえつつ、本市の実情に合わせ、市

民、関係機関などの意見を配慮し、男女共同参画社会づくり推進の基本指針とす

るものです。 

 第６次芦別市総合計画（最上位の計画）

整合 

 第２次芦別市男女共同参画推進計画  

「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」に基づく推進計画 

※該当部分 

「基本目標Ⅱ 男女がともに活躍できる環境づくり」の「１」「２」「３」 
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 また、２０１５年９月に国連サミットで採択された、１７の大分類に分けられ

た「持続可能な開発目標（SDGｓ）※1」は、人々の暮らしと密接にかかわるもの

であり、男女格差の原因は、仕事や社会の環境が要因の一つになっています。 

 我が国では、ジェンダー平等の促進、並びにすべての女性及び女子の能力強

化・社会進出のための、さまざまな政策が多々あることから、本市が策定する計

画の基本理念と連動した取組を推進します。 

関連するＳＤＧｓ 具体的な内容 

５．ジェンダー平等

を実現しよう 

ジェンダー平等を達成し、すべての女性と女

児のエンパワーメントを図る 

２ 計画の期間 

計画の期間は、第６次芦別市総合計画の計画期間に合わせ、令和２年度から令

和１１年度までの１０年間とします。 

 なお、計画期間において、国の法改正などにより、この計画を改定する必要が

生じた場合には、適宜見直しを行うものとします。 

３ 計画の目的 

第６次芦別市総合計画では、男女が個人としてお互いに人権を尊重し、性別に

関わりなく、あらゆる分野で社会の対等な構成員としてともに参画し、その個性

と能力を十分に発揮できる男女共同参画社会の形成を目指しています。 

 第２次芦別市男女共同参画推進計画は、この社会を実現するため、基本理念と

３つの基本目標を定め、男女共同参画を促進していきます。 
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※1持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）

２０１５年９月の国連サミットで全会一致で採択。「誰一人取り残さない」持続可能で多

様性と包摂性のある社会の実現のため、２０３０年を年限とする１７の国際目標（その下

に１６９のターゲットが決められている）。 
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第２節 基本理念 

第２次芦別市男女共同参画推進計画は、第６次芦別市総合計画のまちづくり

の基本目標を男女共同参画の分野から実現していくことを目指します。 

【第２次芦別市男女共同参画推進計画の基本理念】 

【解説】「市民一人ひとりが個性と能力を発揮し 

あらゆる分野において平等に参画できるまち」とは 

豊かで活力ある地域社会を築くためには、家庭・職場・学校・地域など、あら

ゆる分野で、男女が互いにその人権を尊重しつつ、責任を分かち合い、性別に関

わらず、個性と能力を十分に発揮できる男女共同参画社会を形成することが重

要です。 

 今後、「第２次芦別市男女共同参画推進計画」に基づき、男女の固定的な役割

分担意識の是正と平等な機会の確保を図り、男女があらゆる分野で社会の対等

な構成員として、ともに参画し、貢献できる環境づくりを進めていくことが必要

です。 

第６次芦別市総合計画では、芦別市の将来像を実現するまちづくり 

の目標を次のとおり掲げています。 

みんなで築く 豊かで住みよい 人と文化の輝くまち 

また、自治体運営の基本目標を次のとおり掲げています。 

市 民 と と も に 歩 む 協 働 の ま ち 

市民一人ひとりが個性と能力を発揮し 

あらゆる分野において平等に参画できるまち
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第３節 施策の体系図

「第2次芦別市男女共同参画推進計画」の体系図は、次に示すとおりです。 

１ 男女平等意識の啓発活動の 

推進 

２ 男女平等の視点に立った 

教育・学習の推進

１ 安心して暮らせる環境の 

整備 

２ 生涯にわたる健康づくりの 

推進 

３ 防災分野における男女共同

参画の推進 

１ 働く場における男女共同 

参画の推進 

【女性活躍推進計画】関連

２ 仕事と家庭生活の調和の 

推進 

【女性活躍推進計画】関連

３ 政策・方針決定過程への 

  女性の参画推進 

【女性活躍推進計画】関連

基本目標 施策の基本方向 基本理念 

市
民
一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
平
等
に
参
画
で
き
る
ま
ち

Ⅰ 男女共同参画の 

意識啓発の推進 

Ⅱ 男女がともに活躍で

きる環境づくり 

Ⅲ 安心して暮らせる 

環境づくり 
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第３章 

施 策 の 展 開 
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第３章 施策の展開 

この章では、芦別市の男女共同参画に関する「現状と課題」を踏まえ、 

「第 2 章 第２次芦別市男女共同参画推進計画の基本的な考え方」で示した基

本理念を実現するために、基本目標ごとに「重点目標」などを体系的に整理し、

明らかにしていきます。 

基本目標Ⅰ 男女共同参画の意識啓発の推進 

１ 男女平等意識の啓発活動の推進 

〈現状と課題〉 

本市で行った市民意識調査において、男女の地位の平等感は、これまでの 

様々な取組により高まってきており、特に学校教育などで平等と感じる人が 

男女ともに多い傾向にあります。 

しかし、学校教育を除く項目では、男性が優遇されていると感じる割合が 

高いなど、男女の意識に差があり、特に政治の場においては、男性が優遇さ

れていると感じる割合が高い傾向にあります。（図表１） 

 男女共同参画の実現を妨げる大きな要因の一つは、「男は仕事、女は家庭」 

といった性別による固定的な役割分担※1意識です。このような意識は時代の 

変化とともに減少傾向にありますが（図表２）、いまだに根強く残り、この 

ような固定的な役割分担意識に基づく社会制度や慣行も残存しています。 

※1 性別による固定的な役割分担 

男女を問わず、個人の能力等によって役割の分担を決めることが適当であるにもかかわ 

らず、男性、女性という性別を理由として、役割を固定的に分けること。 



- 17 - 

今後も固定的な性別による役割分担意識や権利侵害の解消に向けた意識の 

醸成を図りつつ、性別にかかわらず個人として尊重され、責任を分かち合っ 

て個性と能力を発揮できる男女共同参画社会の実現に向けた意識づくりが重 

要となっています。 

〈図表１〉次の分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか 

〈図表２〉「男は仕事、女は家庭」という考え方について 

11.1%

6.8%

9.4%

58.9%

71.2%

63.8%

28.9%

18.6%

24.8%

1.1%

3.4%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

そう思う そう思わない どちらともいえない わからない

38.3%

10.1%

4.7%

18.8%

8.7%

27.5%

23.5%

8.1%

38.9%

30.9%

21.5%

37.6%

58.4%

23.5%

32.9%

0.7%
9.4%

5.4%

2.7%
16.1%

0.7%

2.0%

1.3%

2.7%

4.0%

11.3%

17.4%

22.1%

13.4%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

政治

町内会活動

学校教育

職場環境

家庭生活

男性が優遇 どちらかといえば男性が優遇 平等 どちらかといえば女性が優遇 女性が優遇 わからない

出典：令和元年度 芦別市男女共同参画に関する市民意識調査アンケート

出典：令和元年度 芦別市男女共同参画に関する市民意識調査アンケート
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〈施策の方向〉

男女共同参画社会の実現は、社会の多様性と活力を高め、経済の持続的な 

 発展及び男女間の実質的な機会の平等をもたらすことから、男女平等の理念 

 に関する正しい理解が深まるよう、あらゆる広報媒体を活用して、わかりや 

すい広報、啓発に努めます。 

具体的な取組 所 管 

● 市民、団体及び事業所などにおける、男女共同参画に関する 

 情報の提供、広報資料の配布 

● 芦別市男女共同参画推進協議会における、男女共同参画に関 

 する講座、講演会等の開催にかかる情報収集・提供 

生涯学習課 

２ 男女平等の視点に立った教育・学習の推進 

〈現状と課題〉 

男女共同参画を推進する上で、家庭や学校、社会などで行われる教育の果 

 たす役割は非常に重要であり、特に、家庭においては、親の意識や生活態度 

が子どもに大きな影響を与えます。「男の子だから、女の子だから」といっ 

た性によって区別した「しつけ」は、個性を育てる上で大きく影響するとと 

もに、子どもの可能性を狭めることにもつながりかねません。 

  男女の地位平等観は、学校教育の場では男女平等感が大きく進展していま 

すが（図表１）、今後、男女平等意識の高揚や相互協力・相互理解について、 

さらなる教育の充実を図る必要があります。 

 さらに、社会においても、男女共同参画の意義について理解を促進する上 

で、生涯学習の振興は大きな意義を持ちます。 



- 19 - 

〈施策の方向〉 

  家庭内における固定的な性別役割分担意識にとらわれない個の尊重と、家 

事、育児、介護などについて、男女が平等に分担する意識の啓発に努めます。 

  学校教育においては、人権の尊重、男女の相互理解と協力の重要性など、 

 教育活動全体を通じて、個人の尊厳と男女平等に関する教育、「社会的性別  

（ジェンダー）」の視点に立った男女平等教育を進め、本市における教育活動 

が、男女平等参画の理念を踏まえて行われるよう啓発に努めます。 

  さらに、市民を対象に、男女共同参画の意識啓発を目的とした生涯学習機 

 会の充実及び学習の促進に努めます。 

具体的な取組 所 管 

● 市民、団体及び事業所などにおける、男女共同参画に関する 

 情報の提供、広報資料の配布 

● 男女共同参画の視点に立った学校運営の推進、男女平等教育 

の充実 

● 多くの市民が気軽に参加できる生涯学習講座の運営 

生涯学習課 

学務課 

生涯学習課 

【女性大学講座「ふれてみよう芦別の大昔」（H29.7.12 実施）】 
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基本目標Ⅱ 男女がともに活躍できる環境づくり

１ 働く場における男女共同参画の推進 

〈現状と課題〉

 女性の社会進出が進む中、雇用の分野においては、労働基準法や男女雇用 

機会均等法等の改正など、法制上の整備が年々進み、女性雇用者の職場環境 

は改善されつつあります。しかし、「就労・家庭に関する意識調査」では、女 

性が家庭生活を優先している割合が高く、さらに「家庭での役割分担」では、 

多くの女性が家庭での役割の大半を担っているのが現状であり、「子どもがで 

きても、ずっと職業を続ける方がよい」と考えている人が増加している一方 

で、実際は仕事と家庭生活の両立ができない女性が多い状況です。（図表３、 

図表４） 

〈図表３〉「仕事」「家庭生活」「地域・社会活動・個人の生活」の優先度について 

2.0%

11.1%

23.7%

16.1%

34.4%

20.3%

28.9%

3.3%

0.0%

2.0%

21.1%

22.0%

21.5%

0.0%

5.1%

2.0%

12.2%

8.5%

10.7%

5.6%
8.5%

6.7%

12.3%

11.9%

12.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

全体

「仕事」を優先している

「家庭生活」を優先している

「地域・社会活動・個人の生活」を優先している

「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・社会活動・個人の生活」をともに優先している

「家庭生活」と「地域・社会活動・個人の生活」をともに優先している

「仕事」と「家庭生活」と「地域・社会活動・個人の生活」をともに優先している

無回答

出典：令和元年度 芦別市男女共同参画に関する市民意識調査アンケート
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〈図表４〉あなたの家庭での役割分担について 

12.1%

66.5%

21.5%

14.7%

55.7%

14.1%

14.1%

12.8%

14.8%

13.5%

4.7%

2.7%

3.4%

1.3%

1.3%

2.7%

2.0%

2.0%

1.3%

1.3%

18.8%

10.7%

23.5%

10.1%

14.8%

26.2%

19.5%

12.8%

14.1%

20.1%

2.0%

0.7%

1.3%

0.7%

0.7%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

11.4%

15.4%

32.2%

60.4%

26.2%

49.0%

57.0%

66.4%

61.1%

55.0%

51.0%

4.0%

18.1%

12.8%

1.3%

6.0%

5.4%

4.0%

6.7%

8.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

除雪

高齢者の看病や介護

地域活動や近所づきあい

家計の管理

子どもの世話やしつけ

買い物

食事の後片付け

食事のしたく

洗濯

掃除

夫などの男性が中心
妻などの女性が中心
子ども
家族で協力して分担
その他の人
この家事自体が無い・無回答

出典：令和元年度 芦別市男女共同参画に関する市民意識調査アンケート
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〈施策の方向〉 

職場での待遇改善などについて、男女平等をめざすために、男女雇用機会 

 均等法、労働基準法などの労働に関する制度の周知に努めます。 

  雇用分野での男女の均等な機会確保のため、その能力を十分に発揮できる 

環境づくりや女性の能力発揮のための積極的取組（ポジティブ・アクション） 

が促進されるよう、関係機関と連携して、啓発に努めます。 

具体的な取組 所 管 

● 男女共同参画に関する情報の提供、普及啓発 

● 男女共同参画推進協議会における、男女共同参画に関する講 

 座、講演会等の開催及び情報の収集、提供 

● 労働基本調査による労働実態の把握、関連施策への反映 

● 男女雇用機会均等法、女性活躍推進法など、就労に関する制 

度周知 

生涯学習課 

生涯学習課 

商工観光課 

商工観光課 

２ 仕事と家庭生活の調和の推進 

〈現状と課題〉 

国では、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章」及び「仕 

事と生活の調和推進のための行動指針」の策定により、「国民全体の仕事と 

生活の調和の実現が社会を持続可能で確かなものにするうえで不可欠である」 

と位置づけ、実現に向けた積極的な環境整備を進めています。 

さらに、平成２７年には女性活躍推進法が施行され、女性の採用・登用等の 

 ため事業主行動計画の策定を事業主に義務付けるなど、女性活躍の動きが拡 

 大し始めています。 

 本市の就業者総数に占める女性の割合は５１．５％（平成２９年度芦別市労 

働基本調査 正規、季節・臨時、パート従業員）に至っていますが、女性を取 
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り巻く就労環境では、採用や待遇面などで依然として格差が存在し、女性の経 

済的自立の妨げとなっており、依然として「賃金や昇進、配置に差がある」状 

態となっています。 

〈施策の方向〉 

仕事と育児、介護等、家庭生活との両立に関する意識啓発を進め、仕事と 

 家庭の両立のための制度の普及を進めていくと同時に、働くすべての人の「仕 

 事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」が図られるよう、多様な保 

育サービスや介護サービスの充実を図ることや、育児・介護休業法など支援 

制度の普及を進め、多様で柔軟な働き方を可能とする職場環境づくりに向け 

て事業所への理解と協力を働きかけます。 

具体的な取組 所 管 

● ワーク・ライフ・バランスの必要性に関する社会気運の醸成 

のための様々な情報の提供 

● 関係機関と連携した労働環境の改善の相談等の対応 

● 仕事と育児の両立支援のための保育施設・子育て支援の充実 

商工観光課 

商工観光課 

児童課 

出典：平成 29度 芦別市労働基本調査

※ 芦別市内企業の従業員状況（雇用形態別）
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３ 政策・方針決定過程への女性の参画推進 

〈現状と課題〉 

女性が仕事と家庭生活を両立し、女性の意思や考え方を地域に反映させて 

いくためには、地方自治体の政策や企業等における方針決定の場に女性の参 

画を進めるなど、女性の能力が十分に発揮できるよう様々な取組を促進して 

いく必要があります。 

芦別市内での地域活動やボランティア活動の参加状況については、いずれ 

 の項目も参加率が低く、特に「市役所などの委員会・審議会などの公的活動」 

は低い状態にあります。（図表５） 

市内の事業所における女性管理職の割合は２３％（平成２７年度芦別市労 

働基本調査）から３７％（平成２９年度芦別市労働基本調査）と増加傾向にあ 

りますが、公的活動等への女性参画は乏しい状況にあります。 

〈図表５〉 仕事以外での、あなたの地域活動やボランティア活動への参加について

2.7%
10.7%

1.3%
20.1%

26.8%

6.7%

16.8%

30.2%

18.1%

27.5%

8.7%

24.2%

5.4%
25.5%

8.7%

38.3%

16.1%

22.1%

14.1%

16.1%

43.6%

32.2%

41.0%

22.2%

20.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市役所などの委員会・審議会などの公的活

動

社会奉仕・ボランティア活動

ＰＴＡ活動

趣味・スポーツ・教養講座などの活動

町内会・婦人会・子ども会活動

現在参加している

かつて参加していたことがある

参加したことが無いが機会があったら参加したい

参加したいとは思わない

わからない・無回答

出典：令和元年度 芦別市男女共同参画に関する市民意識調査アンケート
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〈施策の方向〉 

  本市における審議会等の委員への女性の参画状況について把握し、各種委 

員会、審議会への女性委員の参加機会の拡大に努めます。 

  企業や各種団体等における方針の決定の場に女性が参画できるよう、普及・ 

啓発に努め、さらに、ＰＴＡ、自治会、その他各種団体の地域活動における男 

女の参画を促進するとともに、その方針決定の場への女性参画を促進し、地域 

における男女共同参画社会及び女性活躍推進に向けた合意形成を目指します。 

重点目標 

 さまざまな分野への男女共同参画を促進するための環境づくりとして、 

男女共同参画の組織拡充を目指します。 

【具体的目標】 

指 標 項 目 現状値(平成３０年度) 目標値(令和１１年度)

各種審議会等における女性委員の割合 １７．８％ 
(数値の増加)

具体的な取組 所 管 

● 市の管理的地位にある、女性の登用促進 

● 労働基本調査による労働実態の把握（女性管理職の登用等就 

業環境の調査） 

● 市の各種審議会等における女性登用の実態調査及び登用へ 

の働きかけ 

総務課 

商工観光課 

企画政策課 

生涯学習課 

※ 芦別市内企業の女性管理者等の割合

いる（課長職以上）２５％

いる（係長相当職）１２％

無回答 １４％

いない ４９％

出典：平成 29度 芦別市労働基本調査
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基本目標Ⅲ 安心して暮らせる環境づくり 

１ 安心して暮らせる環境の整備 

〈現状と課題〉 

 男女共同参画を阻害する暴力への取組

配偶者等からの暴力※2、セクシュアルハラスメント※3等は、男女共同参 

画社会を形成していく上で克服すべき重要な課題です。 

これらの女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、大 

きな社会問題となっています。 

 本市での言葉の認知度調査においても、「ドメスティック・バイオレンス」 

という言葉の認知度は高く、着実に浸透している状況でありますが（図表６） 

あらゆる暴力の根絶を目指し、市民が安全に安心して暮らせるような社会の 

環境整備が必要です。 

 保育・ひとり親家庭などへの支援 

少子化や核家族化が進む中、仕事と家庭を両立できる社会を実現することが

大きな課題となっており、多様な生活スタイルに応じた育児などの社会的支援

が必要となっています。 

また、ひとり親家庭は、経済的にも精神的にも不安定な状況に陥りやすいた

め、生活支援体制の充実などの支援が必要です。 

 高齢者、障がい者等への支援

 高齢化が進む中、高齢者が家庭や地域で安心して暮らせるよう、地域で支え

ていくための地域包括システムの構築や介護保険制度による適切なサービス

の実施など、高齢者や介護者を支援する必要があります。 
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 多様な性の理解

性的マイノリティ（以下「ＬＧＢＴ等※4」という。）が、性的指向や性同一

性障害などに関し、偏見や差別により、一方的な不利益や不公平を受けないよ

う多様な性に対する理解を深めることが必要です。 

※2 配偶者等からの暴力【ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ／Ｄomestic Ｖiolence）】 

夫・パートナーなどの密接な関係にある男性から女性に対して振るわれる暴力のこと。これま

では家庭内で起こる暴力は個人的な問題として処理されていたが、女性に対する人権侵害と

して社会的問題と認識されるようになってきている。 

※3 セクシュアルハラスメント【sexual harassment】 

相手の意に反した性的な性質の言動で、身体への不必要な接触、性的関係の強要、性的なうわ

さの流布、衆目に触れる場所へのわいせつな写真の掲示など、さまざまな態様のものが含まれ

る。特に、雇用の場においては、相手の意に反した性的な言動を行い、それに対する対応によ

って、仕事をする上で一定の不利益を与えたり、または、それを繰り返すことによって就業環

境を著しく悪化させること。（男女雇用機会均等法第２１条） 

※4 ＬＧＢＴ等 

ＬＧＢＴ（エル・ジー・ビー・ティー）とは、レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トラン

スジェンダーの頭文字をとって組み合わせたものです。 

性的マイノリティ（性的少数者）の人たちを表す言葉の一つとして「ＬＧＢＴ」があります。 

・Lesbian（レズビアン、女性同性愛者） 

・Gay（ゲイ、男性同性愛者） 

・Bisexual（バイセクシュアル、両性愛者） 

・Transgender（トランスジェンダー、性別越境者） 
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〈図表６〉次の言葉について、あなたはご存じですか 
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17.4%

24.2%

28.2%

6.0%

4.7%

26.8%

22.1%

32.2%

51.7%

8.7%

11.4%
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37.6%
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47.7%

33.6%

34.2%

40.3%

36.9%

30.9%

31.5%

43.0%

34.2%

26.8%

40.3%

57.0%

30.3%

25.5%

24.1%

60.4%

61.1%

32.9%

41.0%

36.9%

16.8%

48.3%

54.4%

69.8%

49.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

女性活躍推進法

配偶者暴力防止法（ＤＶ防止法）

育児・介護休業法

男女雇用機会均等法

女子差別撤廃条約

男女共同参画社会基本法

ＬＧＢＴ（レズビアン・ゲイ・バイセクシャル・

トランスジェンダー）

セクシャル・マイノリティ（性的少数者）

デートＤＶ（交際相手からの暴力）

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ、配偶者等

からの暴力）

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

ジェンダー（社会的・文化的な性差）

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

男女共同参画社会

内容まで知っている 見聞きしたことがある 知らない・無回答

出典：令和元年度 芦別市男女共同参画に関する市民意識調査アンケート
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〈施策の方向〉 

  配偶者からの暴力については、関係機関と協働しながら、配偶者暴力防止 

 と被害者の保護・自立支援の観点から、迅速かつ適切な対応に努めます。 

  雇用の場や教育の場などにおいて、セクシュアル・ハラスメントなどの防 

 止に向けた意識啓発の徹底に努めます。 

  仕事と育児の両立の支援に努めます。 

  ひとり親家庭に対し、生活支援体制の充実に努めます。 

  障がい児や障がい者が安心して暮らすための福祉サービス等の充実に努め 

ます。 

 高齢者が安心して暮らせるよう、福祉や介護サービスの充実に努めます。 

  ＬＧＢＴ等を理由とする偏見や差別をなくし、正しい知識と理解を深めて 

いくための啓発に努めます。 

具体的な取組 所 管 

● ＤＶ防止を目的としたパンフレットなどによる啓発、関係法

令の周知 

● ＤＶ被害者の一時保護や緊急避難などの安全確保に向けた 

各関係機関との連携・体制強化 

● 子育て支援の充実 

● ひとり親家庭に対する生活支援体制の充実 

● 障がい児や障がい者に対する福祉の充実 

● 高齢者に対する福祉・介護サービス等の充実 

● ＬＧＢＴ等に関する人権教育等の啓発活動の推進 

福祉課 

福祉課 

児童課 

児童課 

福祉課 

児童課 

福祉課 

介護高齢課 

市民課 
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２ 生涯にわたる健康づくりの推進 

〈現状と課題〉 

男女が身体的性差を十分に理解し合い、人権を尊重しつつ、相手に対する 

 思いやりを持って生きていくことは、男女共同参画社会の形成にあたっての 

 前提と言えます。 

 男女が共に生き生きと過ごすため、生涯にわたって自立し、安心した生活 

を送るためには、その基礎となる健康づくりが必要です。 

 あらゆるライフステージにおいて、個人の健康づくりを推進していくため、 

保健・医療・福祉・介護・教育分野等が連携していくことが重要になります。 

〈施策の方向〉 

  健康で元気に生活できる期間、いわゆる「健康寿命」を伸ばすことをめざ 

し、保健・医療・福祉・介護・教育分野等と連携しながら生涯にわたり健康に 

暮らせるよう心身の健康管理や生活習慣の改善、疾病予防・重症化予防の充実 

を図ります。 

  特に、女性の生涯を通じた健康の保持に関し、安心して相談できる体制の 

 整備に努めます。 

具体的な取組 所 管 

● 市民の健康づくりの推進 

● 食生活や運動習慣など生活習慣の改善の推進 

● 健康診断、がん検診、保健指導、健康相談の充実 

● 女性特有の健康上の悩みなどの健康相談の充実 

健康推進課 
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３ 防災分野における男女共同参画の推進 

〈現状と課題〉 

  防災の取組を進めるにあたっては、女性と男性では災害から受ける影響に 

違いが生じることに十分配慮することが重要であり、災害時や復旧段階にお 

いて増大する家事、子育て、介護等の家庭的責任が女性に集中するなどの問題 

や男女のニーズの違い等が配慮されないなどの課題を解決するため、男女共 

同参画の視点から、「事前の備え」、「避難所運営」、「被災者支援等の体制」の 

確立を図る必要があります。 

〈図表７〉地域の防災・災害復興活動での男女共同参画に視点 
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無回答

その他

性別に関わらず、日頃からのコミュニケーション・地

域でのつながりを大切にすること

防災計画へ男女共同参画の視点が入るようにすること

防災会議に女性の参画を拡大すること

自主防災組織への女性の参画を促進すること

避難所運営で、責任者に男女がともに配置され、男女

両方の視点が入るようにすること

性別によるニーズに配慮して、物資を備蓄するととも

に、子育て家庭、介護者、障がい者等の視点も入れる

こと

男女別のトイレ、更衣室やプライバシーの確保など、

性別や性の多様性に配慮した避難所運営をすること

男性 女性

出典：令和元年度 芦別市男女共同参画に関する市民意識調査アンケート
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〈施策の方向〉 

  防災に関する施策・方針決定過程等における女性や高齢者、障がい者など 

 の参画を拡大し、男女共同参画、その他の多様な視点を取り入れた防災体制 

の確立を図ります。 

 避難所の運営における女性の参画を推進するとともに、男女のニーズの違 

い等、男女双方の視点に配慮します。 

具体的な取組 所 管 

● 防災に関する政策・方針決定過程における女性の参画拡大 

● 避難所や災害ボランティア活動における、安全性やプライバ 

シーの観点から睡眠室、更衣室や仮設トイレ等について女性へ 

の配慮 

危機対策課 
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第４章 

第２次芦別市男女共同参画推進計画の効果的実施に向けて
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第４章 第２次芦別市男女共同参画推進計画の効果的実施に向けて

この章では、男女共同参画を推進する上で効果的な実施方策を明らかにします。 

第１節 計画進ちょく状況の評価・検証 

計画に基づく施策の実施状況、成果、目標の達成状況等に基づき、進ちょく 

状況の評価を行うとともに、必要に応じて、男女共同参画に関する事項につい 

て調査・検証を行い、男女共同参画社会の形成の促進に努めます。 

本計画に明記された事項については、「芦別市男女共同参画推進協議会」にお

いて、評価・検証を行うほか、課題点の確認等を行うように努めます。 

第２節 男女共同参画推進計画の評価 

本計画において、各施策・事業を所管する各部署においては、主体的な自己評

価に加え、アンケートや聞き取り調査など客観的評価も交え、目的に応じた、よ

りよい施策展開に努めます。 

【第２次芦別市男女共同参画推進計画検討委員会（芦別市男女共同参画推進協議会）】
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芦別市男女共同参画推進体制 

第２次芦別市男女共同参画推進計画  

（ 策 定 ・推 進・ 実 践 ） 

【行政組織】 

教 育 委 員 会 生 涯 学 習 課 

【市民組織】 

芦 別 市 男 女 共 同 参 画 推 進 協 議 会 

行政内部の推進体制 

・総合的な連絡調整 

・推進事業の実施 

男女共同参画社会形成のための主体的な実践活動 

・計画の推進に関する調査・研究 

・目標値との対比による点検・評価 

・意見・要望・問題点の確認 

・推進事業の実施 

各 施 策 ・ 事 業 を 所 管 す る 各 部 署 

・主体的な自己評価 

・アンケート等による客観的評価 
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資  料  編  

１ 芦別市男女共同参画推進計画策定の経過 

 第２次芦別市男女共同参画推進計画検討委員会 

 第２次芦別市男女共同参画推進計画庁内策定委員会

２ 第２次芦別市男女共同参画推進計画検討委員会委員名簿 

３ 第２次芦別市男女共同参画推進計画庁内策定委員会委員名簿 

４ 第２次芦別市男女共同参画推進計画庁内策定委員会設置要綱 

５ 芦別市男女共同参画推進計画（平成２２年度～令和元年度）に

基づく主要な施策の進ちょく状況 

６ 芦別市男女共同参画に関する市民意識調査集計結果 

７ 各種相談・お問い合わせ窓口 
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１ 第２次芦別市男女共同参画推進計画策定の経過 

 第２次芦別市男女共同参画推進計画検討委員会 

回数・日時・場所・出席人数 主 な 内 容 

【第１回検討委員会】 

令和元年９月１７日（火） 

午後６時から 

市民会館中ホール 

出席者１６名 

○芦別市男女共同参画推進計画策定方針に

ついて 

○男女共同参画に関する情報提供について 

【第２回検討委員会】 

令和２年１月９日（木） 

午後６時から 

青年センター第１研修室 

出席者１９名 

○芦別市男女共同参画推進計画（素案）につい

ての意見交換 

【第３回検討委員会】 

※書面会議 

意見照会 

令和２年３月６日発送 

令和２年３月１０日締切 

○芦別市男女共同参画推進計画（原案）につい

ての意見交換 
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 第２次芦別市男女共同参画推進計画庁内策定委員会 

回数・日時・場所・出席人数 主 な 内 容 

【第１回庁内策定委員会】 

令和元年９月２日（月） 

午前１１時から 

芦別市役所２階第２・３委員会室

出席者１５名 

○芦別市男女共同参画推進計画策定方針に

ついて 

○男女共同参画に関する情報提供について 

【第２回庁内策定委員会】 

※書面会議 

意見照会 

令和元年１０月１０日提出 

令和元年１０月１５日締切 

○男女共同参画に関する市民意識調査（原案）

について 

【第３回庁内策定委員会】 

令和元年１２月２５日（木） 

午前１０時から 

芦別市役所３階第１会議室 

出席者１５名 

○芦別市男女共同参画推進計画（素案）につい

ての意見交換 

【第４回庁内策定委員会】 

令和２年１月２０日（月） 

午前１１時から 

芦別市役所３階第１会議室 

出席者１６名 

○芦別市男女共同参画推進計画（素案）の修正

についての意見交換 
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２ 第２次芦別市男女共同参画推進計画検討委員会委員名簿 

任期 令和元年９月２日から令和２年３月３１日 

№ 氏  名
男女共同参画推

進協議会役員名
所 属 団 体 名 等

１ 岡 部 規 子 会  長 個 人 会 員

２ 小 林 廣 勝 副 会 長 芦 別 市 町 内 会 連 合 会

３ 村 本   久 〃 個 人 会 員

４ 西   英 昭 事務局長 個 人 会 員

５ 廣 嶋 昌 子 会  計 芦 別 市 本 町 婦 人 会

６ 佐 藤 久 子 幹  事 個 人 会 員

７ 松 井 俊 子 〃 新 日 本 婦 人 の 会

８ 橋 本 綾 子 〃 芦 別 市 本 町 婦 人 会

９ 齋 藤 麻 子 幹事・会計監査 北教組空知支部芦別支会女性部

１０ 小 田   稔 幹  事 芦 別 市 町 内 会 連 合 会

１１ 堀 井   武 〃 個 人 会 員

１２ 大 下 睦 夫 〃 芦 別 商 工 会 議 所

１３ 滝   孝 造 〃 芦 別 市 農 業 振 興 協 議 会

１４ 野 崎 浩 章 〃 一般社団法人芦別青年会議所

１５ 吉 田 博 子 〃 個 人 会 員

１６ 石 黒 里 美 〃 た き か わ 農 協 女 性 部

１７ 廣 川 公 江 〃 芦 別 更 生 保 護 女 性 会

１８ 桜 庭 隆 子 〃 個 人 会 員

１９ 奥  み ゆ き 会計監査 新 日 本 婦 人 の 会
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３ 第２次芦別市男女共同参画推進計画庁内策定委員会委員名簿 

【令和元年１０月１８日現在】 

区分 氏 名 所 属 ・ 設 置 の 根 拠 条 文

委員長 本 間 広 子
教育委員会事務局生涯学習課長

（要綱第４条第１項該当）

委 員 松 浦 良 治
総務部総務課職員係長

（要綱第３条第２項第２号該当）

〃 源   智 和
総務部企画政策課まちづくり推進係長

（要綱第３条第２項第２号該当）

〃 増 子 亮 子
総務部税務課市税係主査

（要綱第３条第２項第２号該当）

〃 及 川 雄 一
市民福祉部市民課生活交通係長

（要綱第３条第２項第３号該当）

〃 向 田 千 奈 美
市民福祉部健康推進課健康推進係主任

（要綱第３条第２項第３号該当）

〃 小 山 雄 也
市民福祉部福祉課保護係

（要綱第３条第２項第３号該当）

〃 眞 田   愛
市民福祉部介護高齢課介護保険係

（要綱第３条第２項第３号該当）

〃 江 藤 伸 一
市民福祉部児童課子ども家庭係主任

（要綱第３条第２項第３号該当）

〃 信 太   史
経済建設部都市建設課住宅係長

（要綱第３条第２項第４号該当）

〃 中 居 貴 司
経済建設部商工観光課商工振興係長

（要綱第３条第２項第４号該当）

〃 阿 部 極 士
経済建設部農林課農政係

（要綱第３条第２項第４号該当）

〃 土 田   潤
市立芦別病院事務部事務課総務係長

（要綱第３条第２項第５号該当）

〃 繁 泉 理 絵
教育委員会事務局学務課学校教育係主任

（要綱第３条第２項第６号該当）

〃 相 場 晃 人
教育委員会事務局生涯学習課社会教育係長

（要綱第３条第２項第６号該当）

〃 藤 井   勝
教育委員会事務局生涯学習課社会教育係主任

（要綱第３条第２項第６号該当）
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４ 第２次芦別市男女共同参画推進計画庁内策定委員会設置要綱 

（設置） 

第１条 第２次芦別市男女共同参画推進計画（以下「推進計画」という。）の策

定に当たり、その素案づくりを行うため、第２次芦別市男女共同参画推進計画

庁内策定委員会（以下「庁内策定委員会」という。）を設置する。 

（庁内策定委員会の職務） 

第２条 庁内策定委員会は、次に掲げる事項について調査及び検討を行う。 

 推進計画の素案づくりに関する事項 

 前号の素案づくりに必要な調査及び検討に関する事項 

 その他素案づくりに関し必要な事項 

（組織） 

第３条 庁内策定委員会は、委員２０人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる職員のうちから市長が指名する。 

 自ら応募した職員 

 総務部から推薦のあった職員 

 市民福祉部から推薦のあった職員 

 経済建設部から推薦のあった職員 

 市立芦別病院事務部から推薦のあった職員 

 教育委員会事務局から推薦のあった職員 

３ 委員の任期は、前条に規定する職務が終了する時までとする。 

（委員長及びその職務） 

第４条 庁内策定委員会の委員長は、生涯学習課長とする。 

２ 委員長は、庁内策定委員会を代表し、会務を統括する。 

（会議） 
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第５条 庁内策定委員会は、委員長が招集する。 

２ 委員長は、必要に応じて庁内策定委員会に学識経験者、市の関係職員等の出

席を求め、意見を聴くことができる。 

（報告） 

第６条 庁内策定委員会の調査及び検討内容については、必要に応じて庁議に

報告する。 

（庶務） 

第７条 庁内策定委員会の庶務は、教育委員会事務局生涯学習課において行う。 

（実施細目） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、庁内策定委員会の運営に関し必要な事

項は、委員長が庁内策定委員会に諮って定める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、令和元年７月１０日から施行する。 

 （この要綱の失効） 

２ この要綱は、推進計画の策定が完了した時に、その効力を失う。 
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５ 芦別市男女共同参画推進計画（平成２２年度～令和元年度）に基づく主要

な施策の進ちょく状況 

本市では、これまで芦別市男女共同参画推進計画に基づき、男女共同参画の促

進に努めてきました。 

ここでは、同計画に掲げられている３つの基本目標の進ちょく状況を目標別

に記載いたします。 

基本目標Ⅰ 男女共同参画の意識啓発の推進 

「生涯学習に関する各種教室・講座」などのほか、芦別市男女共同参画推進協議

会主催の「男女共同参画カクテルパーティ 」の開催や、「公益財団法人北海道

女性協会」主催の「えるのす参画講演会」の開催などを通じて、あらゆる機会で

男女平等意識の醸成を図りながら、意識啓発の活動に取り組んできました。 

基本目標Ⅱ 女性の健康保持と福祉の向上 

「健康づくりの意識啓発と健康管理の推進」、「在宅福祉・介護サービスの充実」

など、女性の生涯を通した健康の保持増進のために、積極的に健康づくりに取り

組むとともに、近年、市民の平均寿命が伸びている状況から、女性や高齢者に対

応した女性大学及び高齢者大学並びに高齢者大学大学院での学習活動を通して

支援体制の充実にも努めてきました。 

基本目標Ⅲ 男女共同参画の組織拡充 

「市関係の委員会、審議会への女性の登用促進」、「共働き世帯における子育て支

援等就労環境での男女平等の促進」、「さまざまな問題に対する相談・支援体制の

充実」などを通して、あらゆる分野において、女性も男性もともに参画すること

ができる環境づくりに努めてきましたが、市民の高齢化に伴う担い手不足の影

響により、女性の参画が進んでいない状況です。 

さまざまな分野への男女共同参画を促進するための環境づくりとして、 

男女共同参画の組織拡充を目指します。 

【具体的数値】 

指 標 項 目 現状値(平成２０年度) 実績値（平成３０年度）

各種審議会等における女性委員の割合 ２０．９％ １７．８％ 
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６ 芦別市男女共同参画に関する市民意識調査集計結果

【調査のあらまし】 

■ 調査対象  市内に居住する男女４００人 

■ 抽出方法  令和元年９月２０日現在の住民基本台帳に基づく無作為抽出 

■ 調査方法  郵送（往復）による調査 

■ 調査期間  令和元年１０月から１１月１日まで 

■ 回収結果  １４９人（回収率３７．３％） 

≪図表１≫回答者の男女別内訳 

≪図表２≫男女の年代別内訳 

● 今回の調査では「20歳未満」の回答者はおらず、「60～69 歳」「70～79 歳」の回答者が半数をしめ、特に 

「70～79 歳」の割合が 32.2%と高い。 

うち男性回答者は「60～69 歳」の割合が 23.7％と高く、女性回答者は「70～79 歳」の割合が 38.9％と 

高い。 

≪図表３≫共働きかどうか 

● 今回の調査では「共働き世帯」の回答が 24.2%、「共働きでない世帯」の回答が 67.1%となった。 

男性40％（59 人） 女性60％（90人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0.0%

0.0%

0.0%

2.2%

5.1%

3.5%

4.4%

5.1%

4.7%

10.0%

18.6%

13.4%

7.8%

10.2%

8.7%

17.8%

23.7%

20.1%

38.9%

22.0%

32.2%

18.9%

15.3%

17.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

２０歳未満 ２０ ２９歳 ３０ ３９歳 ４０ ４９歳 ５０ ５９歳 ６０ ６９歳 ７０ ７９歳 ８０歳以上

24.2% 67.1% 8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

共働きである 共働きではない 無回答
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【男女平等に関する意識について】 

≪図表４≫「男は仕事、女は家庭」という考え方について 

● 「男は仕事、女は家庭」という考え方、いわゆる固定的性別役割分担意識を問う質問では、全体として 

「そう思う」が 9.4%「そう思わない」63.8%という結果となった。 

うち男女別での意識調査で比較すると、男性回答者で「そう思わない」と答えた回答者が 71.2%に対し 

て、女性回答者で「そう思わない」と答えた回答者が 58.9%となっており、男女の意識に差がある。 

≪図表５≫次の分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか 

● 「家庭生活」では、「どちらかといえば男性が優遇」が 30.9％、「平等」が 32.9％と回答しており、「職場 

 環境」では「男性が優遇」18.8％、「どちらかといえば男性が優遇」38.9％と回答。 

「学校教育」では「平等」が 58.4％と半数以上回答しており、「町内会活動」は「平等」が 37.6％の回答、 

「政治」については「男性が優遇」が 38.3％、「どちらかといえば男性が優遇」が 27.5％と回答しており、 

「学校教育」では男女平等意識が浸透しているが、それ以外の分野では、男女の地位平等観に差がある。 

11.1%

6.8%

9.4%

58.9%

71.2%

63.8%

28.9%

18.6%

24.8%

1.1%

3.4%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

そう思う そう思わない どちらともいえない わからない

38.3%

10.1%

4.7%

18.8%

8.7%

27.5%

23.5%

8.1%

38.9%

30.9%

21.5%

37.6%

58.4%

23.5%

32.9%

0.7%
9.4%

5.4%

2.7%
16.1%

0.7%

2.0%

1.3%

2.7%

4.0%

11.3%

17.4%

22.1%

13.4%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

政治

町内会活動

学校教育

職場環境

家庭生活

男性が優遇 どちらかといえば男性が優遇 平等 どちらかといえば女性が優遇 女性が優遇 わからない
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【就労・家庭に関する意識について】 

≪図表６≫「仕事」、「家庭生活」、「地域・社会活動・個人の生活」の優先度について 

● 全体的に「仕事を優先している」「家庭生活を優先している」と回答した者が半数以上を占めているが、 

「家庭生活を優先している」と答えた回答者では、男性が 20.3%に対し、女性は 34.4%と、「就労と家庭の 

意識」について男女の意識に差がある。 

11.1%

23.7%

16.1%

34.4%

20.3%

28.9%

3.3%

0.0%

2.0%

21.1%

22.0%

21.5%

0.0%

5.1%

2.0%

12.2%

8.5%

10.7%

5.6%

8.5%

6.7%

12.3%

11.9%

12.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

「仕事」を優先している

「家庭生活」を優先している

「地域・社会活動・個人の生活」を優先している

「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・社会活動・個人の生活」をともに優先している

「家庭生活」と「地域・社会活動・個人の生活」をともに優先している

「仕事」と「家庭生活」と「地域・社会活動・個人の生活」をともに優先している

無回答
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≪図表７≫あなたの家庭での役割分担について 

● 家庭での役割分担では「掃除」「洗濯」「食事のしたく」「食事の後片付け」「買い物」「家計の管理」で大半 

の回答者が「女性が中心」と回答しており、「除雪」では半数以上が「男性が中心」と回答。 

家庭での役割は、多くの世帯が「女性を中心に担っている」という結果となった。 

12.1%

66.5%

21.5%

14.7%

55.7%

14.1%

14.1%

12.8%

14.8%

13.5%

4.7%

2.7%

3.4%

1.3%

1.3%

2.7%

2.0%

2.0%

1.3%

1.3%

18.8%

10.7%

23.5%

10.1%

14.8%

26.2%

19.5%

12.8%

14.1%

20.1%

2.0%

0.7%

1.3%

0.7%

0.7%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

11.4%

15.4%

32.2%

60.4%

26.2%

49.0%

57.0%

66.4%

61.1%

55.0%

51.0%

4.0%

18.1%

12.8%

1.3%

6.0%

5.4%

4.0%

6.7%

8.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

除雪

高齢者の看病や介護

地域活動や近所づきあい

家計の管理

子どもの世話やしつけ

買い物

食事の後片付け

食事のしたく

洗濯

掃除

夫などの男性が中心
妻などの女性が中心
子ども
家族で協力して分担
その他の人
この家事自体が無い・無回答
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≪図表８≫家庭内での育児や介護の役割分担について、あなたはどう思いますか。 

● 図表７における「家庭での役割」では、大半の家庭が「女性中心」という回答であるが、図表８の役割分 

担の考え方については、全体的に 51％の回答者が「男女どちらも同等に育児や介護をした方がよい」と回 

答。 

  特に、女性回答者の方は「男女同等に分担した方がよい」という回答が 54.4%と、男性より女性の方が分 

 担意識が強い傾向にある。 

【地域活動や社会活動について】 

≪図表９≫仕事以外での、あなたの地域活動やボランティア活動への参加について 

● 全体的に、いずれの分野についても「参加したいとは思わない」「わからない」の回答数が多く、地域・社 

会活動への参加率が低い状態にある。特に「市役所などの委員会・審議会などの公的活動」は著しく低い。 

1.1%

0.0%

0.7%

36.7%

42.4%

38.9%

54.4%

45.8%

51.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

7.8%

11.8%

9.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

育児や介護は女性が行った方がよい
どちらかといえば女性が行った方がよいが、男性も協力した方がよい
男女どちらも同等に育児や介護を分担した方がよい
どちらかといえば男性が行った方がよいが、女性も協力した方がよい
育児や介護は男性が行った方がよい
無回答

2.7%
10.7%

1.3%
20.1%

26.8%

6.7%
16.8%

30.2%

18.1%

27.5%

8.7%

24.2%

5.4%
25.5%

8.7%

38.3%

16.1%

22.1%

14.1%

16.1%

43.6%

32.2%

41.0%

22.2%

20.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市役所などの委員会・審議会などの公的活動

社会奉仕・ボランティア活動

ＰＴＡ活動

趣味・スポーツ・教養講座などの活動

町内会・婦人会・子ども会活動

現在参加している
かつて参加していたことがある
参加したことが無いが機会があったら参加したい
参加したいとは思わない
わからない・無回答



- 50 - 

≪図表１０≫地域活動やボランティア活動への参加で支障となること 

● 図表９における「地域活動やボランティア活動」参加者数は少ないが、図表１０の地域活動等への参加意 

 識については「特に支障はない」と回答する者が多く、地域活動やボランティア活動に参加すること自体 

 の意識が低い傾向にある。

【その他意見】 

・個人の時間が大事（60代男性） 

・高齢者であること（70代女性） 

・自身が高齢のため参加できない（80代女性） 

・介護されているので（80代男性） 

・自分自身のモチベーションによる（60代女性） 

・年齢的に無理（70代女性） 

・体調（60代女性） 

・面倒なことはしたくない（50代男性） 

・健康（病人であるため）（80代男性） 

・自分自身も高齢のため、なかなか難しい（70代女性） 

・体力的に無理（80代女性） 

6 

10 

14 

30 

16 

3 

0 

6 

10 

25 

2 

7 

6 

19 

14 

1 

3 

3 

0 

24 

0 5 10 15 20 25 30 35

無回答

その他

わからない

特に支障はない

活動に対する情報が少ない

家族の理解が得られない

職場の理解が得られない

高齢者の介護をしている

家事や育児が忙しい

仕事が忙しい

男性 女性
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・老人なので自分が出来る仕事をしている（70代女性） 

・したいけど、足が悪いのでだめです。足がわるくなかったらやってみたい。（70 代女性） 

・この土地に来たばかりなので良く分からないです。他の町でボランティアしていました。（20 代男性） 

≪図表１１≫地域の防災・災害復興活動での男女共同参画の視点 

● 地域の防災・災害復興活動では、性別に配慮した運営が必要であり、特にプライバシー確保、日頃からの 

コミュニケーションを重要視すべきとの回答が多い。 

【その他意見】 

・性差があるのは仕方ないこと、それなら性差を生かせるよう活動すべき（30代男性） 

6 

0 

51 

10 

6 

7 

44 

41 

49 

1 

2 

35 

10 

5 

6 

33 

24 

31 

0 10 20 30 40 50 60

無回答

その他

性別に関わらず、日頃からのコミュニケーション・地域で
のつながりを大切にすること

防災計画へ男女共同参画の視点が入るようにすること

防災会議に女性の参画を拡大すること

自主防災組織への女性の参画を促進すること

避難所運営で、責任者に男女がともに配置され、男女両方
の視点が入るようにすること

性別によるニーズに配慮して、物資を備蓄するとともに、
子育て家庭、介護者、障がい者等の視点も入れること

男女別のトイレ、更衣室やプライバシーの確保など、性別
や性の多様性に配慮した避難所運営をすること

男性 女性
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【言葉の認知度について】 

≪図表１２≫次の言葉について、あなたはご存じですか。 

● 男女共同参画における言葉の認知（知っている・見聞きしたことがあると回答）が半数を超えた言葉は 

「 ドメスティックバイオレンス」83.2%、「 男女雇用機会均等法」75.9％、「 育児・介護休業法」74.5％、 

「 配偶者暴力防止法（ＤＶ防止法）」69.7％「 ＬＧＢＴ」67.1％、「 デートＤＶ」63.1％、「 セクシャ

ルマイノリティ」59％、「 ワーク・ライフ・バランス」51.7％、「 男女共同参画社会」51％であり、全体 

で９／１４の用語について、半数以上の回答者が認知している。 

5.4%
17.4%

24.2%

28.2%

6.0%

4.7%
26.8%

22.1%

32.2%

51.7%

8.7%
11.4%

3.4%
10.7%

37.6%

52.3%

50.3%

47.7%

33.6%

34.2%

40.3%

36.9%

30.9%

31.5%

43.0%

34.2%

26.8%

40.3%

57.0%

30.3%

25.5%

24.1%

60.4%

61.1%

32.9%

41.0%

36.9%

16.8%

48.3%

54.4%

69.8%

49.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性活躍推進法

配偶者暴力防止法（ＤＶ防止法）

育児・介護休業法

男女雇用機会均等法

女子差別撤廃条約

男女共同参画社会基本法

ＬＧＢＴ（レズビアン・ゲイ・バイセクシャル・トランス
ジェンダー）

セクシャル・マイノリティ（性的少数者）

デートＤＶ（交際相手からの暴力）

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ、配偶者等からの暴
力）

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

ジェンダー（社会的・文化的な性差）

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

男女共同参画社会

内容まで知っている 見聞きしたことがある 知らない・無回答
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【最後：芦別市の男女共同参画に関してのご意見】 

・無理に平等にする必要は無いと思う。それぞれ得意なことをした方が効率もいいと思う。（30 代男性） 

・女性の細やかな気づき、意見など交わされて良いと思います。（60 代男性） 

・内容によっては、仕事をしている人と退職者、高齢者等に分けてほしい。（80代男性） 

・芦別市の人口の歯止めと、若い世代の市の行事の参画も必要かなあと思います。教育委員の皆様のご苦労 

をお察しします。ありがとうございます。（70代女性） 

・高齢者なのでわかりません。言葉が理解できない。自分も介護を受けています。（80代女性） 

・そもそも本当に生涯学習というものが必要なのか？財政が大変、市民が減少する中で、ましてや市民の税 

金を使って甚だ疑問に思います。（50代男性） 

・男女共同参画不賛成、男の役割、女の役割は必要、男女の役割分担を差別と捉える考え方には同意できな 

い。（70 代男性） 

・毎年カクテルパーティーをしていますが、よく理解できません。（70代女性） 

・男女平等で住みよい社会にしてほしい。（70代男性） 

・男女共同参画の説明がないので、意見は書けません。（50代女性） 

・私も過去に介護の経験があります。母の自宅介護でしたが、食事は妻に頼み移動は私がしておりました。 

母の入浴等は２人（妻と私）でなければ出来ません、妻の協力なしでは出来ませんでした。男女共同と言 

うのはそれぞれの分野で協力し合うことと思います。（70代男性） 

・具体的にどのような活動をしているのか情報が伝わってこない、市民に周知してもらうためにチラシなり 

機関紙なりを定期的に発行すべき。「りぷる」という情報誌を同封するので、参考にしてください。（40 

代男性） 
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芦別市 

男女共同参画に関する市民意識調査 

アンケートご協力のお願い 

 日ごろから、市政の推進にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

 本市では、平成２２年に「芦別市男女共同参画推進計画」を策定し、女性も男性も全て

の個人が、互いにその人権を尊重し、喜びも責任も分かち合いつつ、性別に関わりなく、

その個性と能力を十分に発揮できる“男女共同参画社会”の推進に努めています。 

また、平成２７年９月に施行された「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律

（女性活躍推進法）」に基づき、芦別市における新たな推進計画の策定に向けて準備を進め

ています。 

 この調査は、市民のみなさんの男女平等や男女共同参画に対するお考えを把握し、計画

策定の資料とさせていただくために行うものです。 

 今回、アンケートをお願いする方は、市内にお住まいのみなさまの中から、令和元年９

月２０日現在の住民基本台帳から無作為抽出で選ばせていただきました、４００名の方々

です。 

 この回答の内容は、すべて統計的に処理し、調査の目的以外に使用することはありませ

んので、個人の秘密が漏れたり、ご迷惑をおかけすることはありません。 

 お忙しいところ、誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいます

ようお願いいたします。 

令和元年１０月 

芦別市教育委員会 

教育長 福 島  修 史

★調査票の返送方法 

 ご記入いただきました調査票は、同封の返信用封筒に入れ、切手を貼らずにそのまま 

ポストに投函してください 

★この調査票に関する問い合わせは下記までお願いします。 

〒075-0011 芦別市北 1条東２丁目 4番地 

℡ 0124-22-3110 FAX 0124-22-3172

芦別市教育委員会生涯学習課社会教育係

恐縮ですが、11 月 1 日までにご返送ください
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芦別市男女共同参画に関する市民アンケート調査【調査票】 

・ご記入にあたって 

① 設問は、選択肢の中からご自分の考えに近いものを選ぶ「選択式」です。 

  あてはまる番号を選んで○で囲んでください。 

② 設問によっては、１つではなく複数の選択肢を選んでいただく場合があります。 

③ 設問によって、回答していただく方が限られる場合があります。 

  各設問の注意書きをよくご確認の上、お答えください。 

最初に、あなた自身のことについてお伺いします 

問１ あなたの性別 

 １ 男性           ２ 女性          ３ その他 

問２ あなたの年齢 

 １ ２０歳未満        ２ ２０～２９歳      ３ ３０～３９歳      

 ４ ４０～４９歳       ５ ５０～５９歳      ６ ６０～６９歳      

 ７ ７０～７９歳       ８ ８０歳以上 

問３ あなたは共働きですか 

 １ 共働きである              ２ 共働きではない 

男女平等に関する意識についてお伺いします

 問４ あなたは、「男は仕事、女は家庭」という考え方についてどう思いますか。（○は１つ） 

 １ そう思う                ２ そう思わない 

 ３ どちらともいえない           ４ わからない 

問５ 次にあげる各分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。 から について、あなたの

考えに最も近いものを選び、番号に○をつけてください。（それぞれの分野で○は１つ） 

男
性
が
優
遇

ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
男
性

が
優
遇

平
等

ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
女
性

が
優
遇

女
性
が
優
遇

わ
か
ら
な
い

 家庭生活 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 職場環境 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 学校教育 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

町内会などの活動 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 政治 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
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就労・家庭に関する意識についてお伺いします 

 問６ あなたの生活の中での、「仕事」、「家庭生活」、「地域・社会活動・個人の生活」の優先度につい 

   てお聞きします。あなたの現状に最も近いものはどれですか。（○は１つ） 

※「仕事」･･･自営業主（農林漁業を含む）、家族従事者、雇用者として働いていること。正規、非正規、パート、アル

バイトなどを問わない。 

※「家庭生活」･･･家族と過ごすこと、家事（食事の支度・片づけ、掃除、洗濯、買い物など）、育児、介護、看護など。 

※「地域・社会活動・個人の生活」･･･地域・社会活動（町内会活動、ＰＴＡ活動、ボランティア活動、社会参加活動、

交際、付き合いなど）、学習、研究（学業も含む）、趣味、娯楽、スポーツなど

↓お答えください↓ 

 １ 「仕事」を優先している 

 ２ 「家庭生活」を優先している 

 ３ 「地域・社会活動・個人の生活」を優先している 

 ４ 「仕事」と「家庭生活」をともに優先している 

 ５ 「仕事」と「地域・社会活動・個人の生活」をともに優先している 

 ６ 「家庭生活」と「地域・社会活動・個人の生活」をともに優先している 

 ７ 「仕事」と「家庭生活」と「地域・社会活動・個人の生活」をともに優先している 

問７ あなたの家庭内での役割分担について、今は主にどなたが担当していますか。 から につい

て、あてはまるものを選び、番号に○をつけてください。（それぞれの分野で○は１つ） 

夫
な
ど
の

男
性
が
中
心

妻
な
ど
の

女
性
が
中
心

子
ど
も

家
族
で
協
力

し
て
分
担

そ
の
他
の
人

こ
の
家
事

自
体
が
無
い

 掃除 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 洗濯 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 食事のしたく １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 食事の後片付け １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 買い物 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 子どもの世話やしつけ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 家計の管理 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

地域活動や近所づきあい １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 高齢者の看病や介護 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 除雪 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

問８ 家庭内での育児や介護の役割分担について、あなたはどう思いますか。（○は１つ） 

１ 育児や介護は女性が行った方がよい 

２ どちらかといえば女性が行った方がよいが、男性も協力した方がよい 

３ 男女どちらも同等に育児や介護を分担した方がよい 

４ どちらかといえば男性が行った方がよいが、女性も協力した方がよい 

５ 育児や介護は男性が行った方がよい 
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地域活動や社会活動についてお伺いします 

問９ 仕事以外で、あなたの地域活動やボランティア活動への参加についてうかがいます。 から に

ついて、あてはまるものを選び、番号に○をつけてください。（それぞれの分野で○は１つ） 

現
在
参
加
し
て
い
る

か
つ
て
参
加
し
て
い

た
こ
と
が
あ
る

参
加
し
た
こ
と
が
無

い
が
、
機
会
が
あ
っ
た

ら
参
加
し
た
い

参
加
し
た
い
と
思
わ

な
い

わ
か
ら
な
い

 町内会・婦人会・子ども会活動 １ ２ ３ ４ ５ 

 趣味・スポーツ・教養講座などの活動 １ ２ ３ ４ ５ 

 ＰＴＡ活動 １ ２ ３ ４ ５ 

 社会奉仕・ボランティア活動 １ ２ ３ ４ ５ 

 市役所などの委員会・審議会などの公的活動 １ ２ ３ ４ ５ 

問 10 あなたが問９のような各種活動に参加するうえで、支障となることはどのようなことだと思い 

ますか。（○は２つまで） 

１ 仕事が忙しい 

２ 家事や育児が忙しい 

３ 高齢者の介護をしている 

４ 職場の理解が得られない 

５ 家族の理解が得られない 

６ 活動に対する情報が少ない 

７ 特に支障はない 

 ８ わからない 

 ９ その他（                                   ） 

問 11 地域の防災・災害復興活動において、男女共同参画の視点からの対応が必要だといわれていま 

すが、どのような対応が必要だと思いますか。（○は３つまで） 

１ 男女別のトイレ、更衣室やプライバシーの確保など、性別や性の多様性に配慮した避難所 

運営をすること 

２ 性別によるニーズに配慮して、物資を備蓄するとともに、子育て家庭、介護者、障がい者等

  の視点も入れること 

３ 避難所運営で、責任者に男女がともに配置され、男女両方の視点が入るようにすること 

４ 自主防災組織への女性の参画を促進すること 

５ 防災会議に女性の参画を拡大すること 

６ 防災計画へ男女共同参画の視点が入るようにすること 

７ 性別に関わらず、日頃からのコミュニケーション・地域でのつながりを大切にすること 

８ その他（                                   ） 
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言葉の認知度についてお伺いします 

 問 12 次にあげる言葉について、あなたはご存じですか。 から までについて、あてはまるものを

選び、番号に○をつけてください。（それぞれの言葉で○は１つ） 

内
容
ま
で
知
っ
て

い
る

見
聞
き
し
た
こ
と

が
あ
る

知
ら
な
い

 男女共同参画社会 １ ２ ３ 

 ポジティブ・アクション（積極的改善措置） １ ２ ３ 

 ジェンダー（社会的・文化的な性差） １ ２ ３ 

 ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） １ ２ ３ 

 ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ、配偶者等からの暴力） １ ２ ３ 

 デートＤＶ（交際相手からの暴力） １ ２ ３ 

 セクシャル・マイノリティ（性的少数者） １ ２ ３ 

 ＬＧＢＴ（レズビアン・ゲイ・バイセクシャル・トランスジェンダー） １ ２ ３ 

 男女共同参画社会基本法 １ ２ ３ 

 女子差別撤廃条約 １ ２ ３ 

 男女雇用機会均等法 １ ２ ３ 

 育児・介護休業法 １ ２ ３ 

 配偶者暴力防止法（ＤＶ防止法） １ ２ ３ 

 女性活躍推進法 １ ２ ３ 

最後に芦別市の男女共同参画に関してご意見がありましたら、ご自由にお書きください 

ご協力ありがとうございました。 

※ご記入がおわりましたら、同封の返信用封筒にて１１月１日（金）までに投函してください。 
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７ 各種相談・お問い合わせ窓口

相 談 内 容 お問い合わせ窓口 

行政相談 

・国や道などの行政に関わる要望や苦情に

関すること 

市民課生活交通係 

０１２４－２２－２１１１ 

seikatsui@city.ashibetsu.hokkaido.jp

無料人権法律相談 

・人権問題、家庭問題、いじめ問題に関す

ること 

消費生活相談 

・訪問販売や多重債務など消費生活に関

すること 

母子児童相談 

・母子家庭に関すること 福祉課福祉係 

０１２４－２２－２１１１ 

fukushi@city.ashibetsu.hokkaido.jp

ドメスティック・バイオレンス（DV）相談

・配偶者等からの暴力に関する悩み・相

談ごとに関すること 

高齢者虐待に関する相談 

・虐待に関する相談、連絡、通報等に関

すること 

芦別市地域包括支援センター 

０１２４－２２－２１１１ 

kaigoserv@city.ashibetsu.hokkaido.jp

介護相談 

・介護に関する悩み・心配ごとなど、さ

まざまな問題に関すること 

芦別市地域包括支援センター 

０１２４－２２－２１１１ 

kaigoserv@city.ashibetsu.hokkaido.jp

介護高齢課介護保険係 

０１２４－２２－２１１１ 

kaigo@city.ashibetsu.hokkaido.jp

家庭児童相談 

・児童や家庭に関すること 

児童課子ども家庭係 

０１２４－２４－２７７７ 

katei@city.ashibetsu.hokkaido.jp

家庭児童相談室 

０１２４－２４－２７７１ 

soudan@city.ashibetsu.hokkaido.jp

子どもテレホン相談 

・いじめ、友人関係、学校生活、家庭な

どに関すること 

芦別市青少年センター 

（教育委員会生涯学習課内）

０１２４－２２－３１１０ 

seinen@city.ashibetsu.hokkaido.jp 
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